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西日本新聞が九州の主要企業に実施したアンケートで、回答した121社のうち、景気の現状を「後退」「緩やかに

後退」「足踏み状態」とした企業は53.6％（65社）でした。前回調査（2021年12月実施）から6.6ポイント減りま

したが、「後退」「緩やかに後退」と答えた企業は、前回の倍以上の14.8％（18社）となっています。新型コロナ禍

からの経済回復が進む一方、ロシアによるウクライナ侵攻や円安に伴う原材料価格の上昇等で、警戒感が強まって

いる印象を受けます。 

 3年ぶりの行動制限のない年末年始を終え、中小企業はアフターコロナに向けた新たな事業政策を構築し、いま一

度気を引き締めて地に足を付けた経営をしていただきたいものです。 

 当事務所もより一層専門性に磨きをかけ、関与先の皆様をご支援してまいります。 

本年もどうぞ宜しくお願い致します。 
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